


多
く
の
人
に
憩
い
の
場
、
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
運
動
公
園
の

「村
民

一
斉
美
化

作
業
」
が
四
月
二
十
五
日
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
公

園
の
快
適
な
利
用
と
利
用
者
の
美
化
意
識
の
高
揚
を

目
的
に
村
教
育
委
員
会
が
主
催
し
た
も
の
。
こ
の
日

は
普
段
、
運
動
公
園
を
利
用
し
て
い
る
児
童
生
徒
ら

を
中
心
に
各
字
や
団
体
か
ら
三
百
五
十
人
余
り
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
、
持
参
し
た
草
刈
機
や
ほ

う
き
を
手
に
汗
を
流
し
た
。

こ
れ
ま
で
定
期
的
に
行
わ
れ
て
き
た

「
一
斉
美
化

作
業
」
。
参
加
者
は
開
催
の
た
び
に
増
え
て
お
り
、
「自

分
た
ち
の
運
動
公
園
と
い
う
意
識
が
高
ま
り
、
環
境

美
化
作
り
の
輪
が
広
が

っ
て
い
ま
す
」
と
主
催
者
は

笑
顔
を
見
せ
た
。

村
親
善
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

第
二
十

一
回
村
親
善
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が
四
月
二
十
日

小
雨
の
中
、
オ
リ
オ
ン
嵐
山
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
た
。

早
朝
午
前
七
時
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
今
大
会
に
は
村
内
外
か
ら
二

百
九
名
が
参
加
、
午
前
十

一
時
に

仲
里
吉
徳
村
長
ら
四
人
に
よ
る
始

球
式
が
行
わ
れ
、
気
の
合

っ
た
仲

間
同
士
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

ま
た
村

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

―
で
開
か
れ
た
表
彰
式
に
は
多
く

の
参
加
者
が
つ
め
か
け
、
お
互
い

の
健
聞
を
た
た
え
合

い
親
睦
を
深

め
た
。
大
会
に
は
多
く
の
方
々
か

ら
商
品
な
ど
の
寄
贈
が
あ
り
、
収

益
金
の
七
十
万
円
が
文
化

。
ス
ポ

ー
ツ
子
ど
も
育
成
基
金
と
し
て
積

み
立
て
ら
れ
た
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

優
勝
　
我
喜
屋
　
稔

（湧
　
川
）

二
位
　
一詈
納
　
政
舟

（仲
宗
根
）

な
お
、
次
回
の

「村
民

一
斉
美
化

作
業
」
は
秋
に
行
わ
れ
る
予
定
。

ロ

生
き
る
力
を
は
ぐ
く
み
、
幼
児

児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り

「基
礎
学

力
」
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
、
平
成
十
五
年
度
学
力
向

上
対
策
委
員
会
総
会
が
五
月
九
日
、

村

コ
ミヽ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
。

大
嶺
和
彦
主
任
指
導
主
事
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
本
村
学
力
向
上
対
策

の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
て
、
す

べ
て
の
幼
児
児
童
生
徒
に

「生
き

る
力
」
を
は
ぐ
く
む
た
め
の

「基

礎
学
力
」
の
定
着
を
図
る
こ
と
を

主
眼
と
し
た
、
五
つ
の
基
本
方
針

△
不
一然幅
一△
萬

が
示
さ
れ
た
。

実
践
発
表
で
は
、
四
月
に
東
京

で
行
わ
れ
た

「管
カ
ラ
フ
ェ
ス
タ

ニ
○
〇
三
」
の
全
国
大
会
に
出
場
し
、

ス
ー
パ
ー
ジ

ュ
ニ
ア
賞
に
輝
い
た

与
那
国
ひ
る
し
君

（天
底
小
二
年
）

が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
交
え
な
が

ら

「
ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ド
」
を

コ
ル

ネ
ッ
ト
で
演
奏
し
会
場
を
沸
か
せ
た
。

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
代
表
し
て
島
袋

千
賀
子
さ
ん

（兼
次
）
が

「わ
が

家
の
子
育
て
」
と
題
し
て
本
土
か

ら
帰
郷
し
た
い
き
さ
つ
や
農
作
業

を
し
な
が
ら
の
、
地
域
で
の
子
育

て
振
り
を
話
し
た
。

三
位
　
平
良

　

聡

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

男
子
　
伊
是
名
興
勝

女
子
　
一品
良
　
初
江

団
体
優
勝

呉
我
山
チ
ー
ム

（崎

山
）

律
宗
趣

（諸

士心） ▲ホッケー場の草引き作業に汗を流す子どもたち
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樹内でこnOFり禍拐封
大
空
喬
く
蝶
い
工
が
瓶

村
社
会
福
祉
協
議
会

村
社
会
福
祉
協
議
会

（上
間
敏
雄
会
長
）
は
四
月

二
十
二
日
、
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
今
帰
仁

保
育
所
、
北
山
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
二
十
二
名
を

迎
え
て
、
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式
を
行

っ
た
。

主
催
者
の
上
間
敏
雄
会
長
が

「病
気
に
負
け
ず
、

思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も
に
育

っ
て
ほ
し
い
」
と
激

励
し
た
後
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
よ
く
こ
い
の
ぼ
り

の
歌
を
合
唱
し
な
が
ら
ロ
ー
プ
を
引
く
と
、
赤
や
青

の
大
き
な
こ
い
の
ぼ
り
が
青
空
高
く
舞
い
上
が

っ
た
。

そ
し
て
子
ど
も
た
ち
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
訪
れ

た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
か
ら
お
菓

子
の
お
生
産
を
も
ら

っ
て
喜
ん
で
い
た
。

逗

接
荏
互
一れ家

・
れ

げ

盈
ｃ
ａ
し
ｃ
自
こ

今
帰
仁
交
番

l

▲はしゃぎながらこいのばりを上げる子どもたち

▲おまわりさんの話を聞く子どもたち

毎
年
保
育
園
児
を
招
い
て
、
こ

い
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
て
い
る
今
帰

仁
交
番

（村
吉
政
昇
交
番
長
）
で
、

今
年
も
仲
宗
根
保
育
所
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
し
て
、
四
月
二
十

一

日

「
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式
」
が
行

わ
れ
た
。

十
七
名
の
園
児
た
ち
が
元
気
よ

く
こ
い
の
ぼ
り
の
歌
を
合
唱
し
な

が
ら
、
ゆ
っ
く
り
こ
い
の
ば
り
を

▲校庭にたなびく5mの こいのばり

今
帰
仁
小
学
校

今
帰
仁
小
学
校

（安
田
栄
蔵

校
長
）
の
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式

が
五
月

一
日
、
同
校
中
庭
広
場

で
行
わ
れ
、
全
校
児
童
ら
が
歓

声
を
上
げ
な
が
ら
大
空
に
こ
い

の
ぼ
り
を
舞
い
上
が
ら
せ
た
。

今
年
は
、
今
帰
仁
自
動
車
学

校

（玉
城
文
雄
代
表
）
か
ら
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
大
き
な

上
げ
た
あ
と
、
子
ど
も
た
ち
が

交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
、

警
察
官
が
横
断
歩
道
の
わ
た
り

方
を
指
導
、
そ
し
て
パ
ト
カ
ー

の
試
乗
も
行
わ
れ
た
。

村
吉
政
昇
交
番
長
は

「子
ど

も
た
ち
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

こ
い
の
ぼ
り
の
よ
う
に
す
く
す

く
育

っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
た
。

こ
い
の
ぼ
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
、

児
童
ら
の
手
作
り
こ
い
の
ぼ
り
と

と
も
に
青
空
に
彩
を
添
え
て
い
る
。

児
童
を
代
表
し
て
、
久
田
悠
加

さ
ん

（六
年
）
が

「み
ん
な
で
大

事
に
し
て
、
こ
い
の
ば
り
の
よ
う

に
大
き
く
は
ば
た
い
て
行
き
ま
す
」

と
感
謝
を
述
べ
た
。

fT
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北
山
回
想
（嬬
）畜
霧
い皇
硼

Ｉ
村
の
歴
史
の
転
換
期
に
思
う
Ｉ

去
る
四
月
十
二
日
、
新
今
帰
仁

中
学
校
の
開
校
記
念
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ア」
の
と
ア」
る
、
村
内
各

中
学
校
の
廃
校
式
の
様
子
や
本
村

中
学
校
の
統
廃
合
の
「
記
者
の
徹

底
検
証
」
な
ど
マ
ス
Ｐ
ヽヽ
で
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
本
村
教

育
史
上
あ
の
大
き
な
節
目
に
な
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

そ
の
今
帰
仁
中
学
校
に
は
五
十

二
年
前
に
大
き
な
節
目
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
中
学
校
制
度
が
で
き

て
三
年
目
に
今
帰
仁
、
天
底
両
分

枚
場
が
統
合
き
れ
て
、
前
の
今
帰

仁
中
学
校
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
私

に
と
っ
て
今
帰
仁
中
学
校
は
教
職

生
活
の
出
発
点
で
あ
り
、
し
か
も
か

つ
て
の
統
合
の
節
目
に
居
合
わ
せ
た

こ
と
に
思
い
を
致
す
と
き
、
人
ウ
回
の

統
合
と
重
ね
合
わ
せ
誠
に
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
話
は
多
少
横

道
に
入
り
ま
す
が
、本
稿
で
は
五
十

二
年
前
の
統
合
時
代
の
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昭
和
二
十
四
全
九
四
九
）
年
二
月
、

北
山
高
校
を
卒
業
し
た
私
は
、
沖

縄
外
国
語
学
校
中
等
教
員
養
成

課
全
年
）
を
卒
業
し
て
、
コ
ユ年
四
月

一日
、大
井
察
ウ
帰
仁
）
中
等
学
校
に

赴
任
、
第
一教
場
察
フ
帰
仁
初
等
学

校
に
併
置
）
に
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ

ま
し
た
。
当
時
、大
井
中
等
学
校
は

第
一荻
場
公
フ帰
仁
校
）第
二
教
場
（天

底
校
）
、
第
二
教
場
（湧
川
校
）
に
別

れ
て
お
り
、
初
代
中
里
半
太
郎
校

長
先
生
は
、月
・火
曜
日
は
第
二
水
・

木
曜
日
は
第
二
、
金
・土
曜
日
は
第

〓
万
各
教
場
を
巡
回
勤
務
さ
れ
る

傍
ら
、
学
校
統
合
へ
向
け
て
の
お
仕

事
な
ど
が
加
わ
り
、大
変
お
忙
し
い

ご
様
子
で
し
た
。
そ
れ
で
、
日
々
の

教
育
活
動
は
大
城
重
徳
先
生
の
リ

ー
ド
で
進
め
ら
れ
、
私
の
担
当
教
科

な
ど
い
る
い
る
ご
指
示
を
頂
き
ま

し
た
。
一二
年
生
の
英
語
の
ほ
か
に
数
学
、

さ
ら
に
社
会
科
が
加
わ
り
ま
し
た
。

高
校
時
代
に
聞
い
た
ア」
と
の
な
い

教
科
で
し
た
の
で
「社
会
で
す
か
？
」

と
反
問
す
る
と
、
「
従
来
の
歴
史

・

地
理
だ
。
君
な
ら
大
丈
夫
だ
」
と
軽

く
押
し
切
ら
れ
、
し
ば
ら
く
声
も

出
せ
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
そ
の
こ
ろ

は
生
徒
指
導
、進
路
指
導
は
お
る
か
、

校
務
分
掌
す
ら
な
く
専
ら
教
科
指

導
だ
け
で
し
た
の
で
、
週
二
十
時
間

も
気
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当

時
よ
う
や
く
本
土
か
ら
無
償
配
付

で
き
た
、
初
め
て
み
る
社
会
科
の
教

科
書
に
驚
き
、
教
え
る
た
め
に
血
眼

に
な
っ
て
勉
強
し
ま
し
た
。
人
フ
帰
仁

運

天

政

一

校
々
庭
の
西
側
の
一角
と
仲
原
馬
場

の
一部
に
設
置
さ
れ
た
カ
ヤ
ブ
キ
教

室
で
の
生
活
は
夏
休
み
ま
で
の
一学

期
間
だ
け
で
し
た
が
、松
風
清
や
か

な
そ
の
根
方
に
憩
い
を
入
れ
た
思

い
出
と
と
も
に
記
憶
は
鮮
烈
で
す
。

昭
和
二
十
五
全
九
五
〇
）
年
九
月
、

第
二
教
場
を
湧
川
に
併
置
し
た
ま
ま
、

今
帰
仁
、
天
底
の
両
教
場
が
統
合
、

二
十
一世
紀
に
ま
た
が
る
五
十
有
余

年
の
今
帰
仁
中
学
校
時
代
が
始
ま

っ
た
わ
け
で
す
。
現
在
で
は
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
で
す
が
、
〓
一年
生
は
三

学
級
が
受
験
ク
ラ
ス
で
の
五
学
級

編
成
、私
の
担
当
教
科
は
英
語
だ
け
、

そ
れ
に
受
験
Ｚ
フ
ス
の
担
任
と
で
つ

こ
と
で
再
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
進
学
率
は
四
十
％
台
、
地

元
に
北
山
高
校
が
で
き
、
受
験
希

望
者
も
増
え
、競
争
率
も
き
び
し
く
、

放
課
後
は
課
外
授
業
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
受
験
勉
強
は
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
て
夜
間
に
も
及
び
、私
は
上
運

天
の
事
務
所
で
、渡
喜
仁
、両
運
天

の
受
験
生
二
十
数
名
と
合
宿
学
習

を
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
翌

年
度
は
均
衡
を
欠
く
と
ｒ
つ
こ
と
で
、

受
験
合
宿
態
勢
は
取
り
や
め
ま
し

た
が
、
二
年
生
の
受
験
学
級
編
成

と
課
外
授
業
は
継
続
さ
れ
ま
し
た

合
格
率
百
％
の
現
在
と
比
べ
、
ま
き

に
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

先
般
、
帰
省
の
折
、
人
フ
帰
仁
中
学

校
の
側
を
通
り
つ
つ
吹
奏
楽
の
調
べ

に
出
合
い
、
停
車
し
て
中
を
覗
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
一二
十
名
内
外
の

練
習
風
景
で
す
。
思
え
ば
か
つ
て
の

統
合
後
の
運
動
会
で
は
、
当
時
北

山
高
校
に
お
勤
め
の
新
城
力
先
生

が
一人
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
き
、
翌

年
の
運
動
会
で
は
下
門
先
生
が
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
吹
い
て
一日
を
盛
り

上
げ
た
の
で
し
た
。
や
は
り

「
追
か

な
り
半
世
紀
」
と
で
つ
と
こ
ろ
で
し

ょ
つゝ
か
。

今
や
我
が
今
帰
仁
も
過
疎
化
、

少
子
化
の
波
で
生
徒
数
は
か
っ
て
の

四
割
弱
に
な
り
、
先
細
り
が
危
惧

さ
れ
る
時
代
で
す
が
、
ア」
の
度
の
統

合
が
、
こ
れ
ま
で
の
流
れ
を
変
え
る

転
機
と
な
り
、
一段
と
広
い
視
野
、

高
い
次
元
に
立
つ
本
村
教
育
の
展

望
が
図
ら
れ
ん
こ
と
を
切
に
願
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。
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払ガげをま■・

五日常
今帰仁の駅「そ ―れ」

村
特
産
品
の
加
工

。
直
売
と
、

地
域
の
交
流
、
情
報
発
信
の
拠
点

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
、
今
帰
仁

の
駅

「そ
～
れ
」
の
五
周
年
感
謝

祭
が
四
月
二
十
七
日
、
盛
大
に
行

わ
れ
た
。

店
頭
に
は

「そ
～
れ
」
名
物
の

「
サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー
」

の
実
演
販
売
を
は
じ
め
、
村

で
生
産
さ
れ
た
え
の
き
茸
の

佃
煮
や
も
ず
く
豆
腐
の
ほ
か
、

離
　
新
鮮
な
す
い
か
や
野
菜
な
ど

馬
　

の
特
産
品
が
安
価
で
販
売
さ

・―こ
　

れ
、
大
勢
の
お
客
さ
ん
で
賑

か
　
わ
い
を
見
せ
た
。

研
　
　
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
村

防
　
商
工
会
女
性
部
、
う
る
ま
子

は
　
供
舞
開
団
ら
の
皆
さ
ん
が
優

赴
　
雅
な
演
舞
を
披
露
し
会
場
を

課
　
盛
り
上
げ
た
。

▲

_― ガ ァ!勇

Ⅲ 革ヽ――

・ｉ●
・

一一〓

|| :; 「
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■た
刃
‐
ィ
＝
ヽ
一

即trユ界

竜

▲新里直子舞踊研究所の子供たちによる「黒島口説」

|  :ふ  | |!風   
―

▲山盛りになったもずくの出荷作業

一ス
ヌ
イ
が
豊
漁
、
大
忙
し

一

今
帰
仁
漁
協

酢
の
物
や
健
康
食
品
と
し
て
、

人
気
の
あ
る
も
ず
く
の
出
荷
が
最

盛
期
を
迎
え
、
今
帰
仁
漁
業
協
同

組
合
で
は
早
朝
か
ら
洗
浄
や
箱
詰

め
作
業
に
追
わ
れ
て
い
る
。

古
宇
利
島
沖
合

い
で
養
殖
さ
れ

た
も
ず
く
は
昨
年
か
ら
加
工
、
出

荷
さ
れ
今
年
は
二
月
末
か
ら
出
荷

開
始
、
六
月
中
旬
ま
で
、
二
五
〇

ト
ン
の
収
穫
を
予
定
し
て
い
る
。

出
荷
作
業
に
忙
し
い
漁
協
職
員

の
新
城

一
文
さ
ん

（玉
城
）
は

「も

ず
く
は
、
酢
の
物
だ
け
で
な
く
、

い
ろ
い
る
な
料
理
に
使
え
る
栄
養

た

っ
ぶ
り
の
健
康
食
品
」
と
話
し

同
事
務
所
で
ニ
キ
ロ
、
五
キ
ロ
の

箱
詰
め
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

愛
▼

F

■

れ

ギ
！

▲パン食い競走の順番を待つ子供たち

区
Ｒ
⑥
健
康
増
建
”親
睦
と
口
る

仲
宗
根
区
民
運
動
会

仲
宗
根
区
の

「第
十
七
回
区
民

運
動
会

・
学
事
奨
励
会
」
が
晴
天

に
恵
ま
れ
た
四
月
二
十
七
日
、
旧

今
帰
仁
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
た
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
区
民
多

勢
が
参
加
し
て
入
場
行
進
、
そ
し

て
準
備
体
操
か
ら
競
技
を
開
始
、

幼
稚
園
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
か

け

っ
こ
や
他
の
字
に
は
見
ら
れ
な

い
消
防
団
員
、
青
年
会
員
に
よ
る

耐
熱
防
火
服
を
身
に
付
け
て
走
る

リ
レ
ー
競
技
な
ど
十
五
種
目
に
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
、
楽
し
い
休

日
を
過
ご
し
た
。

ま
た
、
学
事
奨
励
会
が
昼
食
時

の
行
わ
れ
、
児
童
生
徒
に
ノ
ー
ト

や
筆
記
用
具
な
ど
の
学
用
品
を
配

り
激
励
し
た
。

霞 願 罐軍ⅢⅢ 閣臣園節願露孵

=露

腱 、 閥 困 ぬ ヽ

「
I Iをす

`|:.| :
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今帰仁 式
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▲品質向上に努めると話す生産者の与那嶺さん

四
月

一
日
か
ら
日
本
郵
政
公
社

と
し
て
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し

た
今
帰
仁
郵
便
局

（親
川
恵

一
局

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
一
発
電
機
な
ど
を
防
備

咽
量
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

台
風
な
ど
の
自
然
災
害
等
が
発

生
し
た
場
合
や
そ
の
予
防
に
必
要

な
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
や
発
電
機
な
ど

の
機
器
が
、
村
役
場
に
防
備
さ
れ
た
。

各
字
の
消
防
団
に
は
、
防
災
活

動
等
に
必
要
な
機
器
が
な
く
、
平

成
十
五
年
度
宝
く
じ
助
成
事
業
（

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
）
で
購
入
、

七
月
か
ら
各
消
防
団
や
各
種
団
体

に
無
料
で
貸
し
出
さ
れ
る
。

貸
し
出
さ
れ
る
備
品
は
次
の
と

お
り
。

チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
　
　
七
台

刈
　
払
　
機
　
　
　
七
台

発
　
電
　
機
　
　
　
一
云
日

投
　
光
　
機
　
　
　
人
台

電
エ
ド
ラ
ム
　
　
　
一
仄
口

カ
ラ
ー
コ
ー
ン
　
七
十
個

コ
ー
ン
バ
ー
　
　
七
十
個

コ
ー
ン
ベ
ッ
ト
　
七
十
個

申
し
込
み
は
役
場
経
済
課
ま
で

■ヽ
“革
都靖
料
」
一

＞
七
月
か
ら
貸
し
出
さ
れ
る
防
災
用
備
品

長
）
の

「今
帰
仁
産
大
玉
ス
イ
カ

ゆ
う
パ
ッ
ク
」
出
発
式
が
四
月
十

五
日
同
郵
便
局
構
内
で
行
わ
れ
た
。

出
発
式
で
親
川
局
長
は
、

「ふ

れ
あ
い
直
送
便
か
ら
始
め
た
今
帰

仁
す
い
か
ゆ
う
パ

ッ
ク
も
七
年
目
、

年
々
着
実
に
実
績
を
上
げ
て
お
り

今
後
も
郵
便
局
と
し
て
、
全
国
の

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
村

の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
消
費
拡
大
に

務
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

生
産
者
の
与
那
嶺
勉
さ
ん

（仲

尾
次
）
は

「全
国
の
方
々
に
、
今

帰
仁
の
す
い
か
は
お
い
し
か

っ
た

と
思
わ
れ
る
よ
う
に
、
品
質
向
上

に
心
掛
け
て
行
き
た
い
」
と
話
し

て
い
た
。

妊
産
婦
や
乳
幼
児
の
生
活
、
健

康
に
つ
い
て
訪
問
相
談
や
助
言
指

導
を
行
う
、
母
子
保
健
推
進
員
の

辞
令
交
付
式
が
四
月
二
十
五
日
、

村
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。

今
年
は
四
ヶ
字
で
推
進
員
の
交

代
が
あ
り
ま
し
た
。
新
し
い
推
進

員
の
皆
さ
ん
を
よ
る
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

J

f

母
子
保
健
推
進
員
ft
わ
る

崎山担当

仲里喜美子さん

傘

い
一

々 、●
1卜 J塩舶〉

古宇利担当   玉・呉担当   越地担当
平田千枝美さん 玉城 香月さん 玉城須嘉子さん

母 子 保 健 推 進 員 鮮開5年同
担 当地 区 氏  名

1 今  泊 新 城 副 子
2 今  泊 仲 本 多津子
3 兼   次 玉 城 千亜樹
4 諸  志 仲 村 智 子
5 与 那 嶺 上 間 るみ子
6 仲 尾 次 営 銘 度 美
7 崎  山 仲 里 喜美子
8 平  致 仲 里 多鶴子
9 越  地 玉 城 須嘉子
10 謝  名 鈴 木 江美子
1可 仲 宗 根 ′卜 渡 宏 子
12 仲 宗 根 外 間 春 美
13 玉 ・ 呉 曽 間 なり子
14 玉 ・ 呉 玉 城 香 月
刊5 湧  川 仲宗根 志津子
16 天  底 久 田 友 江
17 勢 理 客 大 城 朋 子
18 渡 喜 仁 照 屋 正 子

19 上 運 天 上 原 芳 枝
20 運   天 兼 次 優 子
21 古 宇 利 平 田 千枝美



社
会
教
育
指
導
員
に

又
吉
成
子
さ
ん

こ
れ
ま
で
二
年
間
余
に
わ
た
り

村
社
会
教
育
の
発
展
と
、
子
ど
も

会
の
育
成
に
尽
く
し
て
き
た
高
田

智
子
さ
ん
に
代
わ
り
、
五
月
七
日

付
け
で
社
会
教
育
指
導
員
に
又
吉

成
子
さ
ん
が
着
任
し
ま
し
た
。

前
任
の
高
田
さ
ん
ご
苦
労
さ
ん
で

し
た
。
ま
た
新
任
の
又
吉
さ
ん
に

村
民
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

又吉成子さん

琴琴

7広 報 な き じん ¢oo3年)平成15年 6月 1日

本年も7月 1日から社会を明るくする運動が行われます。

この運動は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯

した人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場におい

て力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全

国的な運動です。本県でも稲嶺恵―沖縄県知事が県実施委

員会の委員長となり、様々な活動が行われます。

伊
平
屋
村
と
本
今
消
防
組
含
が
応
援
協
定
を
結
ぶ

五
月
一日
、本
村
役
場
で
本
部

町
今
帰
仁
村
消
防
組
合

（管
理

者
仲
里
吉
徳
村
長
）
と
伊
平
屋

村
（西
銘
真
助
村
長
）
と
の
間
で
、

救
急
応
援
協
定
が
終
結
さ
れ
た
。

こ
の
協
定
は
、伊
平
屋
村
の
管

轄
区
域
内
に
お
い
て
救
急
災
害

が
発
生
し
、伊
平
屋
村
か
ら
出
働

要
請
が
あ
っ
た
場
合
、傷
病
者
を

運
天
港
か
ら
県
立
北
部
病
院
や

指
定
さ
れ
だ
医
療
機
関
へ
搬
送

す
る
も
の
で
す
。

l il

▼

▲仲里吉徳村長と西銘真助伊平屋村長 (右 )

平成15年度障害児巡回就学・教育相談
1.趣 旨
発達に障害のある子どもの保護者は、就学や育児に関しての様々

な悩みを抱えていることが多いかと思います。本事業はそのような保

護者の皆様に、できるだけ早い時期から医学や教育、心理学の専門

家による就学や教育に関わる相談を行うものです。

2.日 程
9:30～ 10:00 受付
10:00～ 12:00 就学・教育相談
13i30～ 14:00 受付
14:00～ 16:00 就学・教育相談

3.相談会場と期日及び対象市町村

期    日:9月 5日 (金 )
実施場所:北部合同庁舎

大南1-13-1l TEL0980-52-2664
対象市町村:今帰仁村。本部町・東村・名護市・宜野座村・恩納村

4.問い合わせ及び申込先

市町村教育委員会に問い合わせて頂くほか、直接下記まで連

絡して頂いても結構です。

沖縄県立総合教育センター特殊教育課

巡回就学相談担当 比嘉 朝子
〔TEL 098-933-7526(内 線)508〕

戸籍の届出
平成15年 7月 1日 より戸籍の届出における本人確認を実施します

○目 的
偽造の届書により戸籍への不実の記載がされるのを未然に

防止するための緊急かつ智定的な措置として、全国各市区町
村の窓口において、届書を持参された方に対する本人確認を
実施するものです。

〇対象とする届書
戸籍の届出をすることによって一定の身分関係が形成され
る婚姻届、離婚届、養子縁組届及び養子離縁届を対象とします。

○本人確認の対象者
当村役場に届書を持参された方 (使者も含みます)を対象
とします。

〇本人確認の方法
原則として、運転免許証、パスポート等官公署が発行した

顔写真が貼付された証明書の提示によって本人確認を行ない

ます。
なお、運転免許証等を所持されていない方は、その他の身分
証明書を提示して下さい。

〇届出人に対する通知
原則として、本人確認ができなかった届出人に対しては、
当村長から文書で当該届書を受理した旨を通知します。

詳 しくは、村役場 住民課 戸籍係までお尋ね下さい。
TEL 56-2102

～平成 15年6月よリスタートします～

健康サポートナキジン
(24時間。年中無休 )

こんな時、すぐお電話ください。
中 ご利用できる内容 ・中

次のサービスを24日寺間。年中

無休でご利用いただけます。
1.健康・医療・介護・育児・メ

ンタルヘルスのご相談
2.夜間・休日の医療機関また

は医療情報案内機関のご

案内
3.医療機関情報のご提供

4.介護など、シルバー情報の

ご提供

●但し、内容により返答が翌日になることが

あヤリます。

●プライバシーは厳守されるシステムになって

いますので安心してご千U用ください。

爾 0120“865E23Л 通話料無料)

― ご 利 用 方 法 ―

1.下記フリーダイヤルにお電

話ください。
2.電 話がつながりましたらお

名前と年齢を告げてご相談

ください。

(匿名でもお受けします)

※詳細は保険予防課国保係ヘ
お問い合わせ下さい
(TEL 56-2」 01)
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国民年金は20歳から加入し、60歳までの40年間、保険料の納付が必要ですが、所得の減少や失業等で経済

的に保険料の納付が困難な場合には、本人の申請によつて国民年金保険料の納付を免除する制度があります。

※任意加入被保険者は、保険料免除制度|ま適用されません。

ハ 保険料免除制度には、

■,,lilli l,とガヽ

保険料の全額 (13,300円 )を免除するものです。

免除された期間は、年金を受給するための受給資格

期間には算入さ才lますが、年金額は保険料全額を納

めたときと比べて3分の1として計算されます。

奉
免除された期間は、

年金額がそれぞれ

全額免除は1/3に、

1半額免除は2/3と

なるのじやよ。

弓前年の所得 (1又入)が少なく、保険料を納めることが困難な場合

2障害者または寡婦であつて、前年の所得が125万円以下の場合
尋生活保護法による生活扶助以外の扶助を受けている場合

難 申請のあつた日の属する年度または前年度において、

●震災,鳳水害・火災その他これらに類する災害により、

被害金額が財産のおおむね2分の可以上である損害を受けたとき

0失業等により保
`貞

料を納付することが困難であると認められるとき

0事業体止または廃止により厚生労イ動省が実施する
離職者支援資金貸付制度による貸付金の交付を受けたとき

があります。:

保険料の半額を免除し、テ莞りの半額 (6,650円 )を

納付していただくものです。半額免除された期間は、

年金を受給するための受給資格期間には算入され

ますが、年金額は保険料全額を納めたときと比べ

て3分の2として計算さイlます。

※なお、半額免除を受けた期間で、

半額の保険料を納めない場合は

「未納期間
士
」となり、その間の事

故や病気で重い障害が残つても

年金が支給されない場合があり

ますので、忘れす納付することが

大切です。

★保険料を納めていない期間を意味します。この期間は、受綸資橋期間

や年金額には反E央さイモませんっなお、2年を経過した未イ,1期間について

は、時効により納めることができなくな′〕ます。

4の各事由による場合は、
申請の際にその事実を明らかにする

ことができる次の書類の添付が必要になります。
0失業の場合
雇用保険の「雇用保険受給資権者証」ま
たは「離職票」の写し

●離職者支援基金の貸付を受けた場合

「賞付決定過知書」の写し
等

ρ

| |'|

0

＾
。

命

。

社会保険庁 1 / 1
1,II iィ

.

ι

“

お とき′言。..

口民年と0
保際料免除制度

www.nenkin.go.jp

半額免除

半額免

申請免 除の対象 とな る方
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保健師
だより面の衛生週間とい■■

'く
3,

「人
〇
二
〇
運
動
」
と
言
う
も
の
が
あ
り

ま
す
が
ご
存
知
で
す
か
。
人
十
歳
に
な

っ
て

も
二
十
本
以
上
の
歯
を
残
そ
う
と
言
う
運
動

で
す
。
こ
れ
は
二
十
本
以
上
の
歯
が
あ
れ
ば

ほ
と
ん
ど
の
食
品
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
お
子
さ
ん
や
あ
な
た
の
歯

は
大
丈
夫
で
す
か
。

平
成
十
二
年
度
の
子
供
た
ち
の
虫
歯
の
状

況
を
見
て
み
ま
す
と
、　
一
人
当
た
り
の
平
均

虫
歯
数
は

一
歳
六
か
月
児
で
、
村
は
○

・
○

六
木
、
北
部
管
内
、
沖
縄
県
よ
り
低
く
、
三

歳
児
で
は
、
北
部
管
内
、
沖
縄
県
よ
り
高
く

三

・
六
本
と
な

っ
て
お
り
全
国
の
二

・
四
倍

高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
四
年

度
の
学
校
定
期
健
康
診
断
の
結
果
で
は
、
幼

稚
園
児
は
七

一
。
人
％
、
小
学
生
九

一
・
四
％
、

中
学
生
人
人

・
〇
％
に
虫
歯
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
小
中
学
生
の
十
人
に
人
～

九
人
虫
歯
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
八
十
歳
ま
で
二
十

本
の
歯
を
残
せ
る
か
心
配
で
す
。

1歳 6ヶ 月児の 1人平均虫歯の数

007

平成13年度資*半

5

平成13年度資料

今帰仁村  北部管内  沖縄県

3歳児の 1人平均虫歯の数

3.4

今帰仁村 北部管内 沖縄県  全国

今帰仁村の幼児・児童・生徒の健康状態
(平成14年度定期健康診断結果より)

在籍数…◇幼稚園 (91名 )◇小学校 (708名 )◇中学校 (436名 )

歯科検診結果 歯の治療状況   ( )は 昨年の結果

幼稚園

小学校

中学校

全 体

1

■虫歯のない者

□処置完了者

□ 未処置歯のある者

《

―
む
し
歯
予
防
は
Ｏ
歳
か
ら
―

乳
歯

の
健
康
が
き
れ
い
な
箇
な
ら
び
を
つ
く
る

乳
歯
は
永
久
歯
の
水
先
案
内
役
で
す
。

乳
歯
は
生
後
六
～
七
ヶ
月
ご
ろ
か
ら
生

え
始
め
、
二
歳
く
ら
い
ま
で
に
上
下
合

わ
せ
て
二
十
本
生
え
そ
ろ
い
ま
す
。
乳

歯
を
使
う
期
間
は
短
い
の
で
す
が
そ
の

間
に
乳
歯
が
果
た
す
役
割
は
重
要
で
す
。

「物
を
か
む
」
と
言
う
歯
本
来
の
役
割
は

「か
む
」
こ
と
が
健
康
な
歯
を
つ
く
る

「
か
む
能
力
」
は
離
乳
期
に
練
習
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
身
に
つ
け
る
も
の
。

こ
の
時
期
を
逃
す
と
う
ま
く
か
め
な
い

ま
ま
育

つ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
供
の

成
長
に
と

っ
て

「か
む
」
こ
と
は
と
て

も
大
切
な
こ
と
で
す
。
だ
液
の
分
泌
を

促
し
て
消
化
を
助
け
た
り
、
脳
の
働
き

を
活
発
に
し
て
情
緒
を
安
定
さ
せ
た
り
、

心
身
の
発
育
に
と
て
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
は
う
ま
く
か
め
な
い

子
供
た
ち
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

原
因
は
食
べ
物
を
か
ま
な
く
な

っ
た
こ

と
。
よ
く
か
む
た
め
に
必
要
な
あ
ご
も
、

や
は
り
か
む
こ
と
で
育
ち
ま
す
。
あ
ご

の
発
達
が
悪
い
と
永
久
歯
の
歯
並
び
に

も
ち
る
ん

「永
久
歯
が
正
し
く
生
え
る

た
め
の
案
内
役
」
と
言
う
と
て
も
大
切

な
役
割
を
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。
乳

歯
は
す
ぐ
抜
け
る
か
ら
と
お
ろ
そ
か
に

は
出
来
ま
せ
ん
。
乳
歯
を
健
康
に
保
つ

こ
と
が

一
生
使
う
永
久
歯
を
丈
夫
に
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

も
影
響
を
及
ぼ
し
、
物
が
よ
く
か
め
な

く
な
る
ば
か
り
か
、
虫
歯
や
歯
肉
炎
に

も
な
り
や
す
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

あ
な
た
の
お
子
さ
ん
は
よ
く
か
ん
で

食
べ
て
い
ま
す
か
。

「
か
む
習
慣
」
は
毎
日
の
食
事
が
影
響

し
て
き
ま
す
。
野
菜
な
ど
の
繊
維
を
中

心
と
し
た
、
か
み
ご
た
え
の
あ
る
素
材

を
用
い
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

本
村
で
は
、
歯
科
相
談
を
年
二
回
、

一
才
児
か
ら
四
才
児
を
対
象
に
行

っ
て

い
ま
す
。
歯
科
医
師
に
よ
る
健
診
及
び

相
談

。
子
ど
も
の
歯
の
状
態
に
合
わ
せ

て
の
歯
磨
き
指
導

。
フ
ッ
素
塗
布

・
保

健
指
導
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に

相
談
等
に
ご
利
用
下
さ
い
。

１
人

の

ケ

の,)

の 3
の虫
歳児の
歯数はり

3.6本

609 (76)109

499 (634)415

325 (638)555

446 (679)449

283
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格があっても、 6月

以降の手当の支払を

受けることができな

くなりますので、必

ず提出して下さい。

なお、届は下記の

日程で村役場福祉課

で受け付けますので、

加入年金証明書 (厚

生年金加入者のみ)・

印鑑をご持参下さい。

日 瞬寺 午前 9時～午後 5時まで
(年後12日寺～ 1時を除く)

6月 17日
(火 )

今泊・兼次・諸志・与那嶺
仲尾次。崎山・平敷・越地
謝名・仲宗オ長

6月 18日
(水 )

玉城・呉我出。湧川・天底
勢理客・渡喜仁・運天
上運天・古宇利

お子さんの健やかな成長を支える ピ 鋼 蠅 醐 爾 細

躍 階 段 懇 瓢
家庭における生活の安全に寄与するとと

もに、次代の社会を担う児童の健全な育成

および資質の向上に資することを目的とし

て支給される手当です。

6歳未満 (6歳到達後最初の年度末まで)の児童を養育
している方で、前年 (1月 から5月 までの月分については

前々年)の収入が一定の額未満の場合に受けられます。
※ご不明な点等、詳しいことは村役場福祉課・児童手当担

当までお問い合わせ下さい。 TEL 56-4189

児童手当現況癌は、毎年 1回すべての受給者自身が出す

届です。この届けは受給者の状況などを毎年 1回確認するた

めの届けです。もしこの届けをださないと引き続いて受給資

※日時等の調整できますので、福祉課
児童手当担当までお問い合わせ下さい。

ゆいま―る健康づくり事業スタッフ募集
00

0

只今、村では「ゆいま―る健康づくり事業Jlこ協力できるスタ

ッフを募集しています。お年寄りと接するのが好きな方、健康
づくり1こ興味がある方、どなたでも構いません。協力できる方は

一緒に活動してみませんか?

募集内容 l①看護師  ②補助員
渚動内容 l①健康相談、血圧測定の実施。

②プログラムの補助

○間い合わせ先 今帰仁村保健センター
電話 (56-1234)ま で

平成15年 4月に名護市県立高等学校北部合同寄宿合

(以下「学寮Jという)が開寮し、平成15年 4月、5月に名護市内
4高校の生徒 (名護高校、名護商業高校、北部工業高校、北

部農林高校)が45名入寮しました。学寮は離島や遠隔地 (交

通不便)出身者が名護市内4高校に安心して通い就学に専
念できる宿合として運営することを目的に設置されました。学

寮は食堂、ホール、談話室、洗濯室、寮生室は全60室 (個室)、

学生机、ベッド、タンス、ユニットバス、クーラーを完備しています。

現在15室が空室なっており、男子生徒6名、女子生徒9名募

集しております。

1.募集期間 随 時
2.募集人数 男子生徒6名 、女子生徒9名
3.申 込 先 名護市県立高等学校北部合同寄宿舎運営協議会
問合せ先  (北部広域市町村圏 事務組合 内)
担当:崎浜・比嘉慶太 電話 0980-52‐7049

4.入 察 費 (初回の
`/メ
)10,090円

5.寮   費 32,100円 (月 )
6.光 熱 費 寮生負担 (寮室 )
7.食  事 1日 3食 (但し土日、祝祭日、閉寮期間は除く)

む

献血 日:平成 15年 6月 25日 (水曜 日)

時  間 :9時 30分～ 14時30分
場  所 :今帰仁村役場構 内
上記日程で、献血を行います。

多くの皆様のご協力お待ちしています

血液が不足しています。献血にこ協力下さい。

※睡眠・食事をとりましょう

'水

難事故臨止運動層閥中
6月 1日～8月 31日 まで

つねついた 君の:巴に 浮き磐
北山高校2年 玉城由賀さんの作品

本部警察署 (電話4フー4110 内線 29¬ )

0

第45回「水道週間」
期 間:平成15年 6月 1日 (日 )～ 7日 (土 )
標 語:「届けます 未来に安心 水道水」
※貯水槽水道 (タンク)の設置者は

年に1回清掃をしましょう。 ″
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6月 /水無月
O第22回卒lソ フ トボ
O兼次小親子ふれあ
Oソ デイカ漁禁漁

O区長会
0「朝読み
O操体法教室

いスポーツ大会 Oお もちゃ図 l・館 (,00～ 12110コ ミセン)

O健康相談 (&30～ 1■ 30)

Oリ ズムウォーキング&水中運(JJ教室 (18110～村民プール)
Oゆいま―る (,那嶺 )

Oリ アヽビリ
〇心配ごと相談 (1330～ 1630コ ミセン)

O成人―初心者水泳教室 (1900～ 村民プール)
O区長会

O麻疹 (1み 30～ )
O子牛共励会 (lα 00～ 家畜セリ市場 )

Oお もちゃFズ1書館 (900～ 12110コ ミセン)

〇中休連夏季総体 (9日 まで)
〇乙羽朝市 (■ 00～ ⅢI央公民館 )
○漁協朝市 (&00～ )

O健扇こ相談 (&30～ 1■ 30)
Oゆ いま―る (諸志 )

Oリ ズムウォーキング&水中運軍ザ」教室 (18110～村民プール)

Oリ ハビリ
O心配ごと相談 (1330～ 1030コ ミセン)
〇ゆいま―る (呉我山)

○成人一初心者水泳教室 (1900～ 村民プール)
01才 6ヶ 月 3才児 l建診 (13110～ )

O操体法教室 (ll1 00～ )

Oム ラ ンマ講座 Oお もちゃ図書館 (900～ 12110コ ミセン)
Oオープンウォータースイムレース大会 O日 本脳炎 (も れ)1&00～

O今帰仁中PTAバレーボール大会
Oオ ープンウォータースイムレース大会

O健康相談 (&30～ 1■ 30)
Or「 セリF'(10:30～ )
Oゆいま―る llⅢ 尾次 )

〇リズムウォーキング&水中運つ,教室 (1&00～ 村民プール)
Oゆいま―る (運天)

Oリハビリ
O心西Eごと相談(1330～ 1630コミセン)
Oゆいま―る(古宇利 )

O成人一初心者水泳了″文室 (1900～ 村民プール )
Oゆいま―る (今泊)

O壮年ソフ
〇漁協棚市

トボール大会 (サ ブグラウンド)
(8:00～ )

O‖腿 霊の日

Oリ ズムウォーキング&水中運動教室 (1&00～ 村民プール)
Oピアママ教室 (1&30～ )

Oリ アヽビリ
O心配ごと相談 (1&30～ 1630コ ミセン)

Oデ イケア O成 人一初心者水泳教室 (1900～ 村民プール)
O狂犬病予防集合注射 (モ レ犬 )
0今帰に郷友会チャリティーゴルフ大会

O操体法教室 (ll1 00～ )

Oゆいま―る (泄喜仁)

O第40回回頭郡野球大会 (29日 まで)
0お もちゃ図書館 (900～ 1200コ ミセン)

O古宇利小運動会

Ol′tt肝こ相談 (&30～ 1130)

Oリ ズムウォーキング &水 中運τlJ教室 (1&00～ 村民プール )
0ウ ニ漁解禁
Oゆいま―る (与那嶺 )

Oリ ハビリ
O心配ごと相談 (1&30～ 1630コ ミセン)

O成人一初心者水泳教室 (19110～村民プール)

7月 /文月

ODPT(1230～ )

OttP T Aバ レーポール大会

O北部地区吹奏楽コンクール
〇おもちゃ図書館 (9Ю O～ 12110コ ミセン)

〇区長会
O健康相談 (&30～ 1130)

夕読みJ表彰式
(10:00～ )

Oゆいま―る (諸志 )

22-日

29日

15日

Ⅲ
目
因
田

○

稲
福
誠
さ
ん
（仰
ナ
ン
セ
イ
・

東
京
都
入
フ
泊
出
身
）よ
り
十
万
円

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

先
月
号
の
十

一
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

仲
宗
根
千
代
は
伊
良
波
千
代
。

上
間
房
子
さ
ん
よ
り
夫
、
は
父
の
誤
り
で
し
た

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

ご
寄
付

第2回 沖縄今帰仁 饉泳競翔
オーフ。ンウォータースイムレース大会

6月 14日 (土 )・ 15日 (日 )

個人種目 1.3k m・ 2.5k m・ 3.8k m 男女

団体種目 3,200mリ レー (800m× 4名)混合

今帰仁村ウッパマビーチ

今帰仁オープンウォータースイム実行委員会

リゾートホテル  ベル・パライソ

《開催場所》

中

I(1萌 H:車罫:!て }〉】

鮒 嗣 離 D〉】

〒905-0403今帰仁村字運天 1069

TEL.56-2767   FAX.51-5106

E― mail:belpara@mco,ne,jp
奪      苺

・
五 q頭

函 臣
砕

離



島
の
原
種

ス
カ
ス
Ｌ

一・　

ハ
イ
ビ

ス
カ

四
月
二
十
五
日
、

ハ
イ
ビ
ス
カ

ス
愛
好
会
（上
間
豊
和
会
長
）の
会
員
、

仲
宗
根
安
枝
さ
ん

（与
那
嶺
）
の

庭
に
、　
一
風
変
わ

っ
た
細
い
花
び

ら
を
付
け
た
赤
い
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

の
花
が
咲
い
て
、
地
域
の
話
題
に

な

っ
て
い
る
。

こ
の
花
は
、
昨
年
十
二
月
、
ハ

イ
ビ
ス
カ
ス
研

究
の
第

一
人
者

で
あ
る
大
阪

・

花
園
大
学
の
立

花
吉
茂
教
授
か

ら
譲
り
受
け
た

ハ
ワ
イ
諸
島
の

「
コ
キ
オ
」
と

い
う
原
種
。
予

花

想
よ
り
早
く
花

Ｗ
を
付
け
た
珍
し

材　
い
原
種
の
ハ
イ

陶
　
ビ
ス
カ
ス
を
一

睡
目
見
よ
う
と
、

一翻
　
人
ボ
Ｈ貝
らゝ
バ
竹
押
と
不

襦
　
根
さ
ん
の
庭
を

ワ

訪
れ
ハ
イ
ビ
ス

▲

カ
ス
談
義
に
花

＞
実
生
か
ら
発
芽
し
た
苗

を
咲
か
せ
て
い
た
。

ま
た
、
仲
宗
根
さ
ん
は
、
タ
ネ
が
つ

き
に
く
く
接
木
や
挿
し
木
で
し
か
育
て

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
を
、
自
宅
に
あ
る
原
種

に
近
い
成
木
か
ら
採
種
、
四
月
に
播
種
し
、

み
ご
と
発
芽
さ
せ
大
事
に
育
成
し
て
い
る
。

偶
然
見
つ
か
っ
た
タ
ネ
を
つ
け
る
ハ

イ
ビ
ス
カ
ス
に
感
激
し
、
花
が
好
き
に

な

っ
た
と
話
す
仲
宗
根
さ
ん
は
「自
分

で
種
か
ら
発
芽
さ
せ
育
て
た
苗
に
、
ど

ん
な
花
が
咲
く
か
と

っ
て
も
楽
し
み
」

と
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
話
し
て
い
た
。

― ハ ト科 ―

屋久島から沖縄本島には亜種リュウキュウズア

カアオバ ト、先島諸島にはチュウダイズアカアオ

バトが生息しています。

「オーボウトゥ」と呼ばれ村内の山地から平地に

かけて一年中見られる留鳥。オスは鳴き声の後、

両翼を立てるように広げダンスを踊ります。

雨上がり、低い笛のようなアオバ トの声が静か

に聞こえてくるとさびしく、物思う気持ちになり

ます。

沖縄県鳥獣保護員 (仲村渠智)
▲今泊

シリーズ今帰はり勁雄 ちの

ズアカアオバト ♂
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